
令和６年度　入学試験問題
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1　次の問いに答えなさい。

⑴　
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３－ －
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２
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１０  を計算すると，
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2   3
  である。

⑵　
２x－３y
2 ×３－２（x－y） を計算すると，
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6
  である。

⑶　x＝２０２４ のとき，
x
８８＋

x
１８４－

x
２５３   を計算すると，

7   8   である。

⑷　（１＋ ３）（２－ ３）＋
４８＋１
３   を計算すると，

9 ＋ 10   11

12
  である。

⑸　二次方程式 ３x２＋４x－1＝０ を解くと，x＝
13   14 ± 15

16
  である。

⑹　 かおりさんの家から学校へ行く途中に図書館がある。かおりさんが家から図書館まで毎分８０ｍ，
図書館から学校まで毎分６０ｍで歩くと１６分かかる。かおりさんの妹が家から学校まで毎分４０ｍ
で歩くと２７分かかる。

　　 このとき，家から図書館までの道のりは   17   18   19   ｍ，図書館から学校までの道のりは

　　 20   21   22   ｍである。

⑺　 袋の中に赤玉４個，白玉３個が入っている。かおりさんとミカさんがこの順に袋から１個ずつ玉を

　　 取り出すとき，ミカさんが赤玉を取り出す確率は  
23

24
  である。ただし，取り出した玉は袋に

　　戻さないものとする。

⑻　弧の長さが２π  cm，面積が３π  cm２のおうぎ形がある。

　　このおうぎ形の半径は   25   cm，中心角は   26   27   28  °  である。
　　ただし，πは円周率である。

⑼　関数 y＝
１
２ x２ において，y の変域が ０≦ y ≦２ となるような x の変域は，次の 0 ～ 4 の中に

　　 29   個ある。

　　 0 　－１≦ x ≦２　　　　      1 　－１≦ x ≦１　　　 2 　－
１
２≦ x ≦２

　　 3 　－２≦ x ≦  ２　　　 4 　－２≦ x ≦３
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＜計算欄＞

※ 次のページにも問題があります。
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⑽　あるカラオケ店には次の３つの料金プランがあり，どのプランも６時間まで利用できる。
　　　Ａプラン　１時間毎に　３００円
　　　Ｂプラン　３時間毎に　８００円
　　　Ｃプラン　６時間　  　１４００円

　　　　利用時間とそのときの最も安い料金プランの

　　組合せとして正しいものは， 30   である。

　　 30   は右の表の  0  ～  5  から選びなさい。

２　次の図は，あるクラスの生徒４０人の数学と国語のテストの点数を箱ひげ図に表したものである。
　　次の問いに答えなさい。

⑴　数学のテストの点数の中央値は，Ａ点以上 Ｂ点未満 である。

　　　　ＡとＢに入る数の組合せとして正しいものは， 31   である。

　　　　 31   は下の表の 0 ～ 7 から選びなさい。

⑵　次のア～エの各文は，この箱ひげ図から読み取れることとして正しいか答えなさい。

　　 解答欄には，正しい場合には 0 を，正しくない場合には 1 を，

　　この箱ひげ図からはわからない場合には 2 をマークしなさい。

　　ア　５０点以上の生徒の人数は，数学の方が国語より多い。  32   

　　イ　下位１０人の生徒の平均値は，国語の方が数学より大きい。  33   

　　ウ　四分位範囲は，数学の方が国語より大きい。  34   

　　エ　３０点以下の生徒の人数は，数学が国語の２倍以上である。  35   

利用時間 x（時間） 0 1 2 3 4 5

０＜ x≦１ A A A A A B

１＜ x≦２ A A A B B B

２＜ x≦３ A B B B B B

３＜ x≦４ B A B A C C

４＜ x≦５ B C C C C C

５＜ x≦６ C C C C C C

数学

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０１００

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０１００

国語

0 1 2 3 4 5 6 7

A １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０

B ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０
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＜計算欄＞

※ 次のページにも問題があります。
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３　次の問いに答えなさい。

⑴　右の図のように，１辺の長さが４cmの正方形の中に
　　幅が１cmの帯を，縦と横に１本ずつ黒く塗る。

　　このとき，白い部分の面積は， 36 cm２である。

⑵　１辺の長さが８０cmの正方形の中に，幅が１cmの帯を，縦と横に同じ本数だけ黒く塗る。
　　たとえば，右の図は縦と横に３本ずつ黒く塗ったものである。

　　このとき，白い部分の面積がもとの正方形の面積の 
１
４  になるのは，縦と横に   37   38   本ずつ

　　黒く塗ったときである。

　
４　右の図のように，関数 y＝x２ のグラフ上に x 座標が－１の点Ａをとる。
　　y 軸上に点Ｂをとり，直線ＡＢと関数 y＝x２ のグラフの交点をＣとする。
　　△ＯＡＢと△ＯＢＣの面積の比が１：２のとき，次の問いに答えなさい。
　　ただし，円周率はπとする。

⑴　点Ｃの座標は，（  39 ， 40  ）である。

⑵　点Ｂの座標は，（  41 ， 42  ）である。

⑶　△ＯＡＢを，y 軸を回転の軸として

　　１回転させてできる立体の体積は，
43

44
π である。

O－１

y

x

A

B

C

y = x2
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＜計算欄＞

※ 次のページにも問題があります。
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５　右の図のように，円に内接する△ＡＢＣがあり，
∠Ａ＝６０°，∠Ｂ＝４０°，ＡＰ＝ＰＢ，ＡＱ＝ＱＣである。
このとき，次の問いに答えなさい。

⑴　∠ＰＡＢ＝  45   46  °，∠ＱＡＣ＝  47   48  °  である。

⑵　∠ＰＢＱ＝  49   50  °，∠ＢＱＣ＝  51   52  °  であるから，

　　 53   が等しいので，ＰＢ // ＱＣ　である。

　　 53   は，次の選択肢から選びなさい。

　　 0 　対頂角　　　　 1 　同位角　　　　 2 　錯角

⑶　線分ＣＰと線分ＢＱの交点をＲとするとき，△ＰＱＲと△ＢＣＲが合同であることを，
　　次のように証明したい。

　　以下の   54  ～  60   に当てはまるものを下の選択肢から選びなさい。

　　　証明
　　　　△ＰＱＲと△ＢＣＲで

　　　　　△ＰＢＲは   54   だから，  55  ＝  56 　……①

　　　　　対頂角が等しいので，  57  ＝  58 　……②

　　　　　円周角が等しいので，  59  ＝  60 　……③
　　　　　①，②，③より，
　　　　　１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので，△ＰＱＲ≡△ＢＣＲ　である。

　　 54   の選択肢

　　 0　直角三角形　　　 1　直角二等辺三角形　　　 2　正三角形

　　 55 ， 56   の選択肢

　　 0　ＰＱ　　　 1　ＰＲ　　　 2　ＱＲ　　　 3　ＢＣ　　　 4　ＢＲ　　　 5　ＣＲ

　　 57  ～  60   の選択肢

　　 0　∠ＰＱＲ　　　 1　∠ＱＰＲ　　　 2　∠ＰＲＱ
　　 3　∠ＢＣＲ　　　 4　∠ＢＲＣ　　　 5　∠ＣＢＲ
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＜計算欄＞

※ 次のページにも問題があります。
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６　右の図で，五角形ＡＢＣＤＥは正五角形であり，ℓ// mである。

このとき，∠x＝  61   62   63  °，∠y＝  64   65  °  である。

７　右の図のような平行四辺形ＡＢＣＤがあり，
辺ＣＤの中点をＥとする。
辺ＡＤ上にＡＦ：ＦＤ＝５：４となる点Ｆをとり，
辺ＢＣ上にＡＢ // ＦＧとなる点Ｇをとる。
線分ＡＥと線分ＦＧの交点をＨ，線分ＢＥと線分ＦＧの
交点をＩとする。
このとき，△ＢＧＩと△ＥＨＩの面積の比を最も簡単な

整数の比で表すと， 66   67  ：  68   69   である。
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